
興
福
寺
蔵

『
因
明
義
断
壁
異
書
に
み
え
る
古
辞
書
類
の
引
用
に
つ
い
て

河

野

貴

美

子

は

じ

め

に

奈
良

・
興
福
寺
所
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』

（唐

・
慧
沼
撲
。　
一
巻
。
正
治
二
年

（
一
二
①
①
）
写
注
じ

巻
頭
紙
背
に
は
、

『
因
明
義
断
』
冒
頭

の
序
文
の
字
句
に
対
す
る
音
注
、
訓
注
が
二
十
数
条
に
わ
た
り
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
小
論
は
、
こ
の
紙
萱
異
書
を
取
り
あ
げ
、
そ
こ
に
見
ら

れ
る

『
玉
篇
』

『
切
韻
』
等
の
古
辞
書
類
を
は
じ
め
と
す
る
漢
籍
の
引
用
状
況
に
つ
い
て
整
理
、
検
討
す
る
と
と
も
に
、
古
代
日
本
の
仏
家
が
漢

字

・
漢
文
に
い
か
に
向
き
合
い
、
そ
れ
を
い
か
に
読
み
解
い
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
営
み
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

興
福
寺
は
、
法
相
宗
大
本
山
と
し
て
、
今
も
多
数
の
典
籍
文
書
を
伝
え
る
大
寺
院
で
あ
る
。
創
建
以
降
、
興
福
寺
で
は
、
特
に
唯
識

・
因
明
の

学
問
が
盛
ん
に
行
わ
れ
継
承
さ
れ
た
が
、
そ
の
基
と
な

っ
た
の
は
、
奈
良
末

・
平
安
初
期

（八
世
紀
後
半
）
の
学
僧
善
珠
の
業
績
で
あ
る
。
日
本

の
唯
識

・
因
明
学
の
祖
と
さ
れ
る
善
珠
は
、
中
国
か
ら
将
来
さ
れ
た
唯
識

・
因
明
に
関
す
る
書
物
に
つ
い
て
、
当
時
中
国
で
行
わ
れ
た
義
疏
、
注

疏
の
形
式
そ
の
ま
ま
に
、
詳
細
な
注
解
を
施
し
た
注
釈
書
を
数
多
く
撰
述
し
て
い
る
。
善
珠
の
注
釈
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
唐
訓
詰
学
的
な
方
法
に
則

り
、
中
国
の
辞
書
類
や
さ
ま
ざ
ま
な
外
典
を
も
駆
使
し
、
反
切
に
よ
る
音
注
や
訓
詰
注
記
等
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
後
、
興
福
寺
の
唯
識

・
因
明
の
学
問
は
、
平
安
末
期

（十
二
世
紀
）
に
至
り
、
蔵
俊
に
よ

つ
て
集
大
成
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
蔵
俊

は
、
善
珠
以
来
の
学
問
の
蓄
積
を
ふ
ま
え
、
ま
た
唐

・
新
羅

・
日
本
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
典
籍
の
記
述
を
類
乗
、
再
編
成
し
、

『
因
明
大
疏
抄
』

四
十

一
帖
等
の
大
部
な
著
作
を
残
し
て
い
る
。
今
回
取
り
あ
げ
る
興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
は
、
こ
の
蔵
俊
の
手
を
経
て
今
に
伝
え
ら
れ
た
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も
の
で
あ
り
、
そ
の
紙
背
に
残
さ
れ
た
注
解
に
は
、
善
珠
以
来
の
詳
細
な
訓
詰
学
的
注
釈
方
法
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
因
明
義
断
』
は
、
中
国
法
相
宗
の
開
祖
た
る
慈
恩
大
師
基
の
弟
子
意
沼
が
撰
述
し
た
因
明
研
究
書
で
あ
る
。
善
珠
の
師
で
あ
る
玄
時
は
、
遣

唐
使
と
と
も
に
唐

へ
渡
り
、
基
、
そ
し
て
慧
沼
に
続
く
中
国
法
相
第
二
祖
智
周
に
学
び
、

「経
論
五
千
余
巻
」
を
携
え
て
帰
国
し
た
と
さ
れ
る
注
名

し
た
が

っ
て
、
興
福
寺
に
伝
え
ら
れ
た
こ
の

『
因
明
義
断
』
写
本
は
、
ま
さ
に
中
国
因
明
学
の
正
統
を
継
ぐ
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
興
福
寺
写
本

『
因
明
義
断
』
の
裏
書
に
つ
い
て
は
、
既
に

『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
注
３
に
も

「裏
書

二
古
辞
書
引
用
ス
」
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
記
載
内
容
は
こ
れ
ま
で
公
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
当
該
写
本
を
実
見
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
裏
書
が
、
原
本
系

『
玉
篇
』
注
４
や

『
切
韻
』
等
の
中
国
古
辞
書

・
韻
書
類
の
伏
文
を
含
み
、

「音
決
」
と
５
等
比
較
的
時
代
の
下
る
典
籍
か
ら

の
引
用
、
ま
た
、
平
安
期
に
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
辞
書

『
和
名
類
乗
抄
』
か
ら
の
引
用
も
見
え
る
な
ど
、
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
操
作
し
た

う
え
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
注
記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

難
解
な
因
明
学
を
説
く
漢
文
の
書
物
を
読
み
解
く
方
法
と
し
て
、
日
本
で
は
元
興
寺
僧
明
詮

（九
世
紀
）
の
訓
読
法
が
尊
重
さ
れ
受
け
継
が
れ

た
と
さ
れ
る
注
名

し
か
し
ヽ
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
中
国
の
辞
書
類
に
基
づ
く
伝
統
的
な
反
切

・
訓
話
に
よ
る
注
記
方
法
も
、
漢
文
を
読
解
す
る
た

め
の
必
要
情
報
と
し
て
依
然
併
存
し
て
い
た
実
状
を
、
こ
２
異
書
は
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

小
論
で
は
、
興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
裏
書
の
各
条
に
つ
い
て
、
そ
の
伏
文
資
料
と
し
て
の
価
値
に
も
注
目
を
し
つ
つ
、
考
祭
を
進
め
て

い
き
た
い
。

一
、
興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
に
つ
い
て

『
因
明
義
断
』
裏
書
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
中
国
か
ら
日
本

へ
と
継
承
さ
れ
た
因
明
学
の
系
譜

（図
版
１
参
照
）
注
７
お
よ
び

当
該
写
本
の
伝
写
の
次
第
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
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図
版
１
　
因
明
関
係
書
の
系
譜

陳
那

『
因
明
正
理
門
論
』
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
。

…

『
因
明
入
正
理
論
』
の
注
釈
。

『
因
明
入
正
理
論
硫
』
の
完
成
前
に
意
沼
が
基
の
注
の
下
巻
の

「能
立
法
不
成
」

以
下
の
部
分
を
再
治
修
正
し
た
も
の
？
　
興
福
寺
に
古
写
本
あ
り
。

…

『
因
明
入
正
理
論
疏
』
中
の
論
題
に
関
す
る
諸
説
を
唐

・
新
羅

・
日
本
の
数
多
の
注
釈
書
か
ら
引
用
す
る
。

奈
良
末

・
平
安
初
期
の
興
福
寺
僧
善
珠
が
著
し
た

『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
は
、
日
本
の
因
明
学
の
開
端
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
書
物
で
あ
る
が
、

こ
の

『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
が
、
唐

・
慈
恩
大
師
基
の

『
因
明
入
正
理
論
疏
』
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
古

代
日
本
に
お
い
て
、
因
明
は
、
専
ら
基
の

『
因
明
入
正
理
論
疏
』
に
よ

つ
て
学
ば
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
い
ま
取
り
あ
げ
る

『
因
明
義
断
』
の
撰
者

慧
沼
は
、
中
国
法
相
宗
第
二
祖
と
し
て
基
の
学
問
を
継
承
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
著
作
で
あ
る

『
因
明
入
正
理
論
続
疏
』
、

『
因
明
入
正
理
論
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因
明
義
断
壁

巻
（慧
沼
）

『
因
明
入
正
理
論
義
纂
要

一
巻

（慧
沼
）

『
因

明

入

正

理

論

硫

』

の

要

義

を

察

す

る

も

の
。

興

福

寺

に
古

写

本

あ

り

。

基
以
外
の
他
師
の
義
を
断
破
す
る
も
の
。
興
福
寺
に
古
写
本
あ
り
。

『
因

明

入

正

理

論

硫

』

に

対

す

る

注

釈

。
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義
纂
要
』
は
、

『
因
明
義
断
』
と
と
も
に
い
ず
れ
も
そ
の
古
写
本
が
興
福
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
注
名

興
福
寺
で
は
、
善
珠
以
後
、
平
安
末
期
の

蔵
俊
に
至
り
、
そ
れ
ま
で
の
因
明
の
学
問
の
蓄
積
が
集
大
成
さ
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て

『
因
明
大
疏
抄
』
等
が
撲
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
興
福

寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
当
写
本
は
他
で
も
な
く
そ
の
蔵
俊
の
手
を
経
て
伝
え
ら
れ
た
本
に
基
づ
き
伝
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

∠①
。そ

の
奥
書
を
次
に
掲
げ
る
と
名

元
久
二
年
九
月
十
八
日
書
導
了
書
本
云
以
興
善
院
僧
都
本
書
了
一方

正
治

二
年
庚
申
六
月
十
九
日
巳
剋
於
超
昇
寺
東
別

所
書
写
了
執
筆
信
西

耽
隼
ど
月
十
二
日
移
点
了
報
継
蛙
醸
一妨
鶴
麹
本
也
抑
当
年
者
天
下
飢
饉
人
力
衰
微
／
而
分
括
命
畢
写
功
励
微
力
移
点
導
可
志
趣
所
之
有
大
願
二

当
寺
伽
藍
　
造
功
速
成
　
皿
（隆
正
法
　
恵
命
長
遠
曇
　
順
次
生
中
　
往
生
内
院
／
面
奉
弥
勒
　
心
不
退
転
暑
．

占
埜
合
ム

点
本
奥
記
云

興
福
寺
沙
門
斉
順
敬
大
願
発
書

一
切
大
小
乗
経
律
論
章
疏
等
同
寺
覚
詮
依
其
／
勧
誘
以
維
久
安
四
年
歳
次
八
月
四
日
写
了

伝
同
寺
蔵
俊
雇
晴
意
移
点
己
了
手
時
永
万
二
年
春
二
月
十
五
日
記

点
本
田
‐ ‐
‐ ‐
巴
子
普
光
□

長
講
東
大
寺
円
超
大
法
師
所
読
也
墨
読
永
超
僧
都
／
伝
而
口
□

嘉
応
二
年
歳
次
顛
十
月
十

一
日
比
校
点
及
文
字
了
但
点
本
字
井
点
粗
渉
不
審
／
更
尋
坊
根
本
点
本
可
加
覆
審
也
比
校
之
間
着
法
衣
浄
弊
身
以

終
其
功
伏
乞
廻
微
功
／
於
群
生
共
向
菩
提
同
証
口
‐ ‐
‐ ‐
巴

興
福
寺
沙
門
釈
覚
憲
記
之
一ぞ

同
寺
沙
門
尺
英
弘
央
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『
枠
弄
年
自
五
月
十
七
日
始
之
至
千
六
月
五
日
九
ケ
日
之
間
／
奉
読
之
了
当
年
維
摩
遂
講
用
意
也
大
法
師
英
弘

聴
衆
　
良
盛
　
頼
玄

当
日
者
是
吉
日
也
例
参
上
階
東
妻
室
修
禅
院

遂
浄
名
居
士
大
職
冠
之
御
影
開
眼
井
伝
受
大
会
表
／
白
了

奥
書
に
よ
る
と
、
こ
の
写
本
は
、
興
福
寺
沙
門
斉
順
の
発
願
に
よ
り
久
安
四
年

（
一
一
四
人
）
に
覚
詮
に
よ
つ
て
書
写
さ
れ
、
永
万
二
年

（
一

一
六
六
）
に
蔵
俊
が
晴
意
を
雇
い
移
点
さ
せ
た
本
に
基
づ
き
、
正
治
二
年

（
一
二
①
①
）
に
伝
写
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回
問
題
の

中
心
と
し
て
取
り
あ
げ
る
巻
頭
紙
萱
異
書
が
い
つ
、
誰
に
よ

っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
か
、
い
ま
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
中
国
お
よ

び
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
典
籍
の
記
載
を
駆
使
し
た
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
巻
頭
裏
書
は
蔵
俊
も
し
く
は
蔵
俊
の
周
辺
人
物
に
よ

つ
て
書
き
入
れ
ら

れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
再
び
述
べ
る
。

二
、
興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
序
お
よ
び
巻
頭
裏
書

興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
巻
頭
部
分
の
紙
背
裏
書
は
、

『
因
明
義
断
』
冒
頭
の
序
に
対
す
る
注
解
と
な

っ
て
い
る
。
以
下
に
、

『
因
明
義

断
』
序
文
と
、
そ
れ
に
対
す
る
紙
背
裏
書
の
記
述
を
翻
刻
し
掲
げ
る

（な
お
、
序
文
中
、
網
が
け
に
し
た
部
分
は
、
そ
の
字
旬
に
対
す
る
注
解
が

紙
背
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
、
通
し
番
号
に
よ

つ
て
紙
背
の
記
述
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た

一
部
の
文
字
を
除
き
通
行

の
字
体
に
改
め
、
訓
点
は
略
し
た
。
）
。

興福寺蔵 F因明義断』裏書にみえる古辞書類の引用について
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図
版
２
　
興
福
寺
蔵
『
因
明
義
断
』序
（写
真
提
供
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
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え

関

葬|
モヽ:',i:ヽ|

本
4 ぇ

お‐

襲
喪

費
′

再
詫
枚

聾

『千常子吊早_暑予
【序
】
（図
版
２
参
照
）

詳
夫
、
因
明
論
者
、

（
１
）
鑑
衡

（２
）
人
蔵
、

（３
）
経
墨
点
４
▼
四
主
！、
九
十
六
道
之

（
６
）

模
、
二
十
八
師
之

（７
）
執
朝‐
。
宗
帰
立
破
、
道

（５
）
冷
自
他
、
建
大

夜
之
玉
珠
、
是
長
昏
之

（８
）
龍
館
。
改
暢
其
鴻
蹟
者
、
乃
樹
正
之

（
１０
▼
司
南
、
控
彼
宏
綱
者
、
誠
破
邪
之

（９
）
！逐
北
。
是
以
、
法
王
肇
出
、
初

開
幽
関
、
智
将
嗣
生
、
重
開
奥
府
。

（
１１
）
！元
者
螢
八
受
、
以
立
玄
極
、

同
八
柱
以
承
天
。
世
親
陳

（
１２
）
五
分
、
以
顕
深
幾
、
若

（
１３
）
五
山
而
鎮

地
。
復
有
陳
那
命
世
以
秀
出
、
挙

（
１４
）
〓
！一立
！以
類

（
１５
）
〓
一方
。
天
主
応

時
以
挺
生
、
張

（
１６
）
〓
！悟
而
斉

（
１７
）
，
≡耀
ｏ
可
謂
、
趨
宝
山
之
帝
輩
、
出

朽
宅
之
王
軒
。
故
用
之
者
、
称
智
雄
、
述
之
者
、
標
詞

（
１８
）
傑
ｏ
所
以
、

演
暢
之
輩
、
皆
吐
磁
閣
之
神
灯
、
注
述
之
侍
、
各
奮
斬
邪
之

智
剣
ｃ
故
言
申
即
陳
立
破
、
開
章
先
弁
正
耶
。

（
１９
）
紛
綸
於

（
２０
）
Ａ
極

之
間
、

（
２‐
）
緯
呼
於

（
２２
）
六
合
之
内
。
沼
難
不
敏
、
敢
慕
高
離
、
改
珊

（
２３
）
様

鏡
是
非
、
議
詳
得
失
、
主
只
改
乖
前
哲
、
務
為
成
其
本
宗
、
糞

来
鑑
忽
抜
、
幸
知
其
意
耳
。

（以
下
略
）
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図
版
３
　
興
福
寺
蔵
『
因
明
義
断
』
巻
頭
裏
書

（
写
真
提
供
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

ｒ
ｉ
荘
だ
本

ミヽ

興福寺蔵 F因明義断』裏書にみえる古辞書類の引用について

【裏
書
】
（図
版

３
参
照
。
各
掲
出
字
句
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
け
、
適
宜
改
行
を
施
し
た
。

〔　
〕
は
双
行
注
、

（　
）
は
反
切
等

に
よ
る
音
注
を
示
す
。
判
読
不
明
個
所
は
□
と
し
た
。
）

（
１
）

鮭
衡
―
―
広
雅
云
、
錘

〔音

〈垂
）
〕
謂
之
権

〔和
名

〈波
加
利
乃
於
毛
之
〉
〕
。
兼
名
苑
云
、
盆

〔音

〈全
）
〕
、

一
名
術

〔楊
氏
漢
語
抄
云
権
衡

（加
良
波
加
利
〉
〕
。

人
蔵
―
―
話
蔵
章
云
、
苦
薩
□
各
有
四
。
素
但
梅
等
分
別
立
雑
蔵
。
□
有
四
蔵

〔
云
々
〕
。

縄
塁
―
―
混
柴
経
云
、
端
直
不
山
、
喩
如
縄
塁
。

々
々
、
和
、

〈須
美
奈
波
）
。

四
章
―
―
明
灯
抄
第
四
云
、
且
四
明
論
。
旧
名
四
車
陀
論
。
新
名
吠
陀
。　
一
者
阿
由
吠
陀
。
医
方
等
事
。

二
者
夜

珠
吠
陀
。
祭
祀
等
事
。
三
者
沙
磨
吠
陀
。
国
儀
等
事
。
四
者
阿
他
吠
陀
。
謂
呪
術
事

〔云

々
〕
。

沿
―
―
唐
韻
日
、
治
、
和
也
。

（侯
欠
）
反
。

規
模
―
―
規
、

〈九
随
〉
反
。
顕
国
木
也
。
両
岐
木
也
。
模
、

〈莫
胡
）
反
。
法
也
。
形
也
。
規
也
。

軌
轍
―
―
軌
、

（詭
肺
〉
反
。
跡
也
。
法
也
。
轍
、

〈條
列
）
反
。
跡
也
。

龍
燭
―
―
百
詠
日
、
街
耀
燭
幽
都
。
注
日
、
北
方
有
幽
都
、
日
照
光
不
及
、
有
龍
街
用
照
、
出
入
為
海
明
也

〔己

上
〕
。

切
韻
日
、
燭
、

（之
欲
）
反
。
矩
也
。
照
也
。

逐
北
―
―
玉
篇
日
、
北
、

〈補
黙
）
反
。
戦
而
北
也
。
又
北
方
也
。

又
伏
□
也
。

司
南
―
―
桂
豹
古
今
注
日
、
大
鷲
指
南
車
、
旧
説
周
公
致
大
平
、
越
裳
氏
重
訳
来
献
白
雑

一
、
象
牙
。
使
者
迷
其

帰
路
、
錫
以
文
錦
二
疋
、
昨
車
五
乗
、
皆
為
指
南
之
制
。
使
越
裳
使
載
之
。
革
法
具
在
尚
方
故
事
。
漢
末

喪
乱
、
其
法
中
絶
。
馬
先
生
紹
而
作
焉
。

（
Ｈ
）

元
著
八
支
―
―
宗

・
因

・
喩

・
合

・
結
。
現
比
□
□
□
。

（
‐２
）

五
分
者
―
―
明
灯
抄
云
、
言
五
分
者
、
宗

・
因

・
喩

・
合

・
結
也
。

（
‐３
）
五
山
―
―
爾
雅
云
、
泰
山
為
束
山
□
、
花
山
為
西
獄
、
種
山
為
南
獄
、
山
恒
為
中
獄
。

（
Ｍ
）
三
立
―
十
三
支
□
因

一
喩
二
。

（
‐５
）
三
光
―
―
法
花

一
云
、
復
有
名
月
天
子

・
普
光
天
子

・
宝
光
天
子

〔
云
々
〕
。

（
‐６
‐

１
）
二
悟
―
―
真
似
二
悟
。

（
‐７
‐

１
）
二
雄
―
十

日
月
二
耀
。

（
‐６
‐

２
）
二
悟
―
―
真
似
二
悟
。

（
‐７
‐

２
）
李
善
文
選
注
、
二
雄
謂
日
月
。

（
‐８
）
傑
―
―
音
決
日
、

Ｔ
一俗
〕
傑

〔
正
〕
皆

〈突
）
音
。
英
也

〔三
〕
。

要
略
日
、
傑
、

〈奇
哲
）
反
。

唐
韻
日
、
傑
、
英
。
特
立
也
。

又
俊
也
。

〈渠
列
）
反
。

（
‐９
）
紛
綸
―
―
要
略
日
、
紛
、

（年
云
〉
反
。
放
縦
也
。
又
乱
、
又
盛
貌
也
。

又
広
也
。
大
也
。
衆
也
。
喜
也
。
綸
、

〈力
遵
）
反
。
□
也
。
又
綿
也
。
精
繁
也
。

（
２０
‐

．
）
八
極
―
―
外
典
抄

一
云
、
四
維
四
方
為
八
方
、
亦
方
八
極
。
亦
名
八
荒

〔
云
々
〕
。

（
２‐
‐

‐
）
――争
嘩
―
―
上
、

〈違
鬼
〉
反
。
下
、

〈街
凱
）
反
。
光
盛
貌
也
。
□
従
火
也
。

要
略
、
日
部
日
、
嘩
、

（王
笈
〉

〈工
□
〉
反
。
光
也
。
照
也
。
明
也
。
咬
也
。
赫

々
貌
也
。
日
部
日
、

昨
、

〈為
猟
）
反
。
草
木
花
盛
開
敷
之
貌
。
赤
色
好
美
之
貌
也
。

（
２０
‐

２
）
初
学
記
□
、
人
方
為
人
極
。

（
２２
）
六
合
―
―
謂
、
韓

・
斉

・
楚

・
魏

・
燕

・
趙

・
井
秦
以
為
七
雄
。
有
云
、
天
地
四
方
也
。

（
２３
）
藻
鏡
―
―
有
云
―
―
者
、
鏡
背
文
采
也

〔
云

々
〕
。

（
２‐
‐

２
）
嘩
畔
者
―
―
下
、

〈許
甲
〉
反
。
二
合
興
盛
貌
。

8 7 6 5  4 3 210 9
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興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
の
こ
の
裏
書
に
つ
い
て
は
、
夙
に
山
田
孝
雄
氏
に
よ
つ
て
、

「百
詠
の
注
文
」
の
引
用
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
注
ぜ

ま
た
、
築
島
裕
氏
に
も
当
該
写
本
の
裏
書
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
が
、
巻
頭
裏
書
の
内
容
の

一
々
に
つ
い
て
の
検
討
は
な
さ
れ

て
い
な
い
と
智

こ
の
裏
書
の
記
載
が
、
古
代
日
本
の
漢
籍
受
容
状
況
を
知
る
う
え
で
も
、
ま
た
、
供
文
資
料
と
し
て
も
、
重
要
な
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
る
こ

と
は

一
見
し
て
祭
知
で
き
る
。
ま
た
、
古
代
日
本
の
仏
家
が

『
因
明
義
断
』
序
に
い
か
な
る
注
解
を
付
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
彼
ら

が
漢
文
を
い
か
に
読
み
解
い
て
い
た
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。
以
下
、
裏
書
の
記
載
に
つ
い
て
、
古
辞
書
類
を
利
用
し
て
加
え

ら
れ
た
音
注
、
訓
注
部
分
を
中
心
に
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

三
、
興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
紙
背
に
残
さ
れ
た
序
文
の
注
解
―
音
注

・
訓
注
を
中
心
に
―

Ａ
　
『
和
名
類
緊
抄
』
の
引
用

（
１
ヽ
鋒
衡
」
、
（
３
Ｘ
縄
墨
」
の
注
解
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、

『
広
雅
』

『
兼
名
苑
』
と
い
っ
た
漢
籍
や

『
涅
槃
経
』
と
い
っ
た
仏
書
の
引
用
が
見
え
る

が
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
い
ず
れ
に
も

「和
名
」
、

っ
ま
り
和
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。
（
１
ヽ
鋒
衡
」
、
（３
Ｘ
縄
墨
」
の
注
解
は
、
と
も
に

『
和
名
類
衆

抄
』
か
ら
の
転
引
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
の
、

（
１
）鋒
衡
―
―
広
雅
云
、
錘
、

〔音

〈垂
〉
〕
謂
之
権

〔和
名

〈波
加
利
乃
於
毛
之
〉
〕
。
兼
名
苑
云
、
鋒
、

〔音

〈全
〉
〕
、　
一
名
、
衡

〔楊
氏
漢
語
抄
云
、
権
衡

〈加
良
波
加
利
〉
〕
。

は
、

『
和
名
類
衆
抄
』
の
、

権
衡
―
―
広
雅
云
、
錘
、

〔音

〈垂
〉
〕
謂
之
権

〔
〈波
加
利
乃
於
毛
之
〉
〕
。
兼
名
苑
云
、
鋒
、

〔音

〈全
〉
〕
、　
一
名
、
衡

〔楊
氏
漢

- 8 -



語
抄
云
、
権
衡

〈加
良
波
可
利
〉
〕
。

（
『
箋
注
倭
名
類
衆
抄
』
巻
六

「調
度
部
下
」
称
量
具
八
十
七
　
一八
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学

研
究
室
編
、
諸
本
集
成

『
倭
名
類
衆
抄
』
本
文
篇
、
臨
川
書
店
、　
一
九
六
八
年
増
訂
版
、
二
九
五
頁
）

と
い
う
記
載
と
ほ
ぼ

一
致
し
、
ま
た

『
因
明
義
断
』
一異
書
の
、

（
３
）
縄
墨
―
―
涅
槃
経
注
ゴ
ム
、
端
直
不
曲
、
喩
如
縄
墨
。
々
々
、
和
、

〈須
美
奈
波
〉
。

は
、
同
じ
く

『
和
名
類
乗
抄
』
の
、

縄
墨
―
―
内
典
云
、
端
直
不
曲
、
喩
如
縄
墨

〔涅
槃
経
文
也
。
縄
墨
、

〈須
美
奈
波
〉
〕
。

（
『
箋
注
倭
名
類
衆
抄
』
巻
五

「調
度
部
」
木

工
具
八
十
二
　
同
二
七
八
頁
）

と
い
う
記
載
と
重
な
る
。

『
和
名
類
乗
抄
』
は
、
源
順
が
承
平
四
年

（九
二
四
）
頃
に
撰
述
し
た
漢
和
辞
書
で
あ
る
。

『
和
名
類
飛
抄
』
は
、
中
国
や
日
本
の
さ
ま
ざ
ま

な
先
行
書
か
ら
の
豊
富
な
引
用
に
よ

つ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
多
く
の
伏
文
を
含
む
こ
と
も
注
目
す
べ
き
資
料
的
価
値
の

一
で
あ
る
。

（
１
）
の
引
文
に
見
え
る

『
兼
名
苑
』
は
、

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
や

『
旧
唐
書
』
経
籍
志
、

『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
は
著
録
さ
れ
る
も
の
の

今
は
伏
し
た
書
物
で
あ
る
。
し
か
し

『
和
名
類
衆
抄
』
に
は
、
こ
の

『
兼
名
苑
』
か
ら

一
三
①
条
あ
ま
り
も
の
引
用
が
見
え
、

『
和
名
類
乗
抄
』

に
と

つ
て
の
重
要
な
出
典
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
既
に
注
目
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
注
曽

ま
た
、
同
じ
く

（
１
）
に
見
え
る

『
楊
氏
漢
語
抄
』
は
、

日
本
で
養
老
期
に
は
作
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
漢
和
辞
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
侠
書
で
あ
る
。

『
和
名
類
飛
抄
』
は
、
こ
の

『
楊
氏
漢
語
抄
』

か
ら
も
約
二
①
①
条
を
引
用
し
て
い
る
注
甘

な
お
、

『
因
明
義
断
』
裏
書

（
１
）
は
、

「鋒
衡
」
の
語
に
対
し
て
、

「権
衡
」
と
い
う
語
に
関
す
る

『
和
名
類
衆
抄
』
の
記
述
を
引
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
序
の

「鋒
衡
」
の
部
分
に
は
、

「権

〔或
本
〕
」
と
い
う
傍
記
が
あ
る
。
し
た
が

つ

玉
異
書
の
こ
の
注
解
は
、

「鋒
衡
」
か

「権
衡
」
か
本
文
に
揺
れ
が
あ
る
こ
と
も
ふ
ま
え
て
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
（
３
Ｘ
縄
墨
」
に
つ
い
て
の
注
解
は
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
は

「涅
柴
経
云
…
」
、

『
和
名
類
衆
抄
』
は

「内
典
云
…
」
と
す
る
な
ど
の

興福寺蔵 F因明義断』裏書にみえる古辞書類の引用について
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異
同
は
見
え
る
が
、
和
訓
の

一
致
な
ど
か
ら
、
や
は
り

『
和
名
類
衆
抄
』
を
ふ
ま
え
て
加
え
ら
れ
た
注
解
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に

『
因
明
義
断
』
裏
書
に
は
、

『
和
名
類
衆
抄
』
と
い
う
平
安
期
の
日
本
で
作
ら
れ
た
辞
書
を
利
用
し
た
、
和
訓
を
含
む
注
解
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
、　
一
方
で
は
、
中
国
式
の
反
切
音
注
を
伴
う
中
国
古
辞
書
類
か
ら
の
引
用
も
存
在
し
て
い
る
。
は
じ
め

に
触
れ
た
よ
う
に
、
興
福
寺
の
学
僧
で
日
本
の
唯
識

・
因
明
学
の
祖
と
さ
れ
る
善
珠
の
仏
典
注
釈
書
に
は
、
当
時
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
い
わ
ゆ

る
漢
唐
訓
詰
学
的
な
方
法
に
則

っ
た
、
詳
細
な
反
切

・
訓
詰
注
記
が
見
ら
れ
る
と
暫
　
『
因
明
義
断
』
裏
書
に
見
え
る
、
反
切
を
含
む
注
解
は
、
こ

の
善
珠
の
学
問
を
継
承
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
反
切
を
伴
う
注
解
に
注
目
し
て
検
討
を
続
け
る
こ
と
に
す
る
。

Ｂ
　
原
本
系
『
玉
篇
』
の
引
用

中
国
で
は
夙
に
失
わ
れ
た
梁

・
顧
野
王

『
玉
篇
』
の
古
写
本
残
巻
が
日
本
に
伝
存
す
る
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
主
と
し

て
奈
良
期
か
ら
平
安
期
に
か
け
て
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
古
文
献
中
に
、
原
本
系

『
玉
篇
』
の
引
用
が
ま
ま
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
年
も

研
究
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
輯
侠
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
注
曽

そ
し
て
こ
の

『
因
明
義
断
』
裏
書
に
も

一
箇
所
で
は
あ
る
が
、

「玉
篇
」
の
名

が
見
え
る
。

（
９
）
逐
北
―
―
玉
篇
国
、
北
、

〈補
黙
〉
反
。
戦
而
北
也
。
又
北
方
也
。
又
伏
□
也
。

「北
」
の
字
の
部
分
は
、
原
本
系

『
玉
篇
』
残
巻
に
は
残

っ
て
い
な
い
が
、
平
安
末
期
に
日
本
の
僧
侶
に
よ

つ
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
図
書
寮

本

『
類
衆
名
義
抄
』
に
は
、

「北
」
の
字
に
つ
い
て
の

『
玉
篇
』
の
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

北
―
―
玉
云
、

〈補
黙
〉
反
。
謂
之
朔
方
。
軍
走
日
―
。

（宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『
図
書
寮
本
　
類
衆
名
義
抄
』
勉
誠
社
、　
一
九
六
九
年
、　
一

三
四
頁
）

ち
な
み
に
、
原
本
系

『
玉
篇
』
を
空
海
が
抄
出
し
て
撰
述
し
た
字
書

『
家
隷
万
象
名
義
』
に
は
、
第

一
帖
に

「北
―
―

〈補
黙
〉
反
」
、
第
五

帖
に

「北
―
―

〈補
墨
〉
反
。
乖
也
」
と
い
う
反
切
、
訓
詰
が
見
え
る
注
Ｙ
　
〈補
黙
〉
反
と
い
う
反
切
の

一
致
か
ら
見
て
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
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の
記
載
は
、
原
本
系

『
玉
篇
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
確
定
で
き
る
。
な
お
、

『
因
明
義
断
Ｉ
異
書
が
引
用
す
る
訓
注
は
、
図
書
寮
本

『
類

乗
名
義
抄
』
の
引
文
と

一
致
し
な
い
が
、
こ
れ
は
本
来
原
本
系

『
玉
篇
』
に
は

『
因
明
義
断
』
裏
書
の
引
用
と
図
書
寮
本

『
類
衆
名
義
抄
』
の
引

用
双
方
を
含
む
、
さ
ら
に
詳
細
な
訓
詰
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
各
々
が
適
宜
そ
れ
を
切
り
取

っ
て
転
引
し
た
ゆ
え
の
不

一
致
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が

っ
て
、

『
因
明
義
断
』
裏
書

（
９
）
の
記
述
は
、
原
本
系

『
玉
篇
』
の
伏
文
を
新
た
に
補
う
資
料
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
の
中
に
は
、

『
玉
篇
』
か
ら
の
引
用
と
明
記
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
原
本
系

『
玉
篇
』
残
巻
と
の
反
切
の

一
致

が
確
認
で
き
る
記
述
が
あ
る
。

（
７
）
軌
轍
―
―
軌
、

〈詭
鮪
〉
反
。
跡
也
。
法
也
。
轍
、

〈條
列
〉
反
。
跡
也
。

原
本
系

『
玉
篇
』
巻
十
八

・
車
部
に
は
、

軌
―
―
丈
！詭
！鮪
Ｔ
反
。
考
工
記
、
経
塗
九
軌
。
鄭
玄
日
、
軌
、
謂
轍
広
也
。
説
文
、
車
轍
也
。
従
九
声
也
。
左
氏
伝
、
君
将
納
民
於
軌
物
者

也
。
故
講
事
以
度
軌
量
謂
之
軌
。
取
材
以
章
物
采
謂
之
物
。
国
語
、
相
斉
作
内
政
以
寄
制
国
、
五
家
為
軌
、
軌
為
長
。
又
日
、
度
之
子
軌
儀
。

貢
達
回
、
軌
、
法
！也
。
広
雅
、
軌
、
跡
也
。
古
文
為
術
字
。
在
行
部
。
又
為
逸
字
。
在
た
部
。

（用
藤
田
平
太
郎
氏
蔵
抄
本
景
印

『
東
方
文

化
叢
書
』
第
六
、
東
方
文
化
学
院
）

と
、

「軌
」
の
字
に
つ
い
て
、
右
の

『
因
明
義
断
Ｉ
異
書

（
７
）
と

一
致
す
る
反
切
、
訓
詰
が
見
出
せ
る

（網
が
け
部
分
）
。

『
因
明
義
断
壁
異

書
に
見
え
る

「軌
」
の
字
の
反
切

「
〈詭
鮪
〉
反
」
は
、
切
韻
系
韻
書
や
玄
応

『
一
切
経
音
義
』
所
載
の
反
切
と
は
異
な
り
、
唯

一
原
本
系

『
玉

篇
』
と
の
み

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
注
督

し
か
も
、

「跡
也
」

「法
也
」
と
い
う
訓
詰
も
共
通
し
て
見
え
る
こ
と
か
ら
、

『
因
明
義
断
些
異
書

（
７
）

の

「軌
」
の
字
に
つ
い
て
の
注
解
は
、
原
本
系

『
玉
篇
』
を
ふ
ま
え
た
記
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
残
る
の
が
、
続
く

「轍
」
の
反
切
で
あ
る
。

『
因
明
義
断
壁
異
書

（
７
）
に
は

「
〈篠
列
〉
反
」
と
あ
る
が
、

原
本
系

『
玉
篇
』
で
は

「
〈除
列
〉
反
」
と
な

っ
て
い
て
、
反
切
が

一
致
し
な
い
の
で
あ
る
注
冒
　
『
因
明
義
断
』
裏
書
の
反
切

「轍
、

〈條
列
〉

興福寺蔵 『因明義断』裏書にみえる古辞書類の引用について
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反
」
は
切
韻
系
韻
書
所
載
の
反
切
な
ど
と
も

一
致
せ
ず
、
唯

一
、　
一
致
す
る
反
切
を
有
す
る
の
は
、
日
本
で
九
世
紀
末
に
僧
昌
住
に
よ

つ
て
撰
述

さ
れ
た
字
書

『
新
撰
字
鏡
』
で
あ
る
。

轍
―
―
…

〈條
列
〉
反
。
入
。
車
跡
也
。

（京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編

『
天
治
本
　
新
撰
字
鏡
』
臨
川
書
店
、　
一
九
六
七

年
、
二
人
三
頁
）

『
新
撰
字
鏡
』
に
は
、

「車
跡
也
」
と
い
う
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
と
重
な
る
訓
詰
も
見
え
る
。

『
新
撲
字
鏡
』
は
、

『
玉
篇
』
、

『
切
韻
』
、

玄
応

『
一
切
経
音
義
』
な
ど
に
基
づ
き
編
纂
さ
れ
た
字
書
で
あ
る
が
、

「
〈條
列
〉
反
」
と
い
う
反
切
が
い
ず
れ
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
か
は

明
ら
か
で
な
い
注
響
　
『
因
明
義
断
』
裏
書
で
は
、
後
に
も
見
る
よ
う
に
、
熟
語
の

一
字

一
字
を
別
々
の
典
拠
に
よ

つ
て
注
解
し
て
い
る
場
合
が
他

に
も
あ
り
、
こ
こ
も
、

「軌
」
の
字
は

『
玉
篇
』
に
、

「轍
」
の
字
は
他
の
辞
書
類
に
拠

っ
て
注
解
が
加
え
ら
れ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
注
響

Ｃ
　
切
韻
系
韻
書
の
引
用

『
因
明
義
断
』
裏
書
に
は
、

『
玉
篇
』
以
外
に
、

『
切
韻
』
あ
る
い
は

『
唐
韻
』
と
い
っ
た
切
韻
系
韻
書
を
出
典
と
明
示
す
る
引
用
も
見
え
る
。

（
５
）
沿
―
―
唐
韻
日
、
沿
、
和
也
。

〈侯
爽
〉
反
。

（
８
）
龍
燭
―
―
百
詠
日
、
衛
耀
燭
幽
都
。
注
日
、
北
方
有
幽
都
、
日
照
光
不
及
、
有
龍
衛
燭
照
、
出
入
為
海
明
也

〔己
上
〕
。

切
韻
日
、
燭
、

〈之
欲
〉
反
。
矩
也
。
照
也
。

（
‐８
）
傑
―
―
音
決
日
、
　
Ｔ
一俗
〕
傑

〔正
〕
皆

〈架
〉
音
。
英
也

〔三
〕
。

要
略
日
、
傑
、

〈奇
哲
〉
反
。

唐
韻
日
、
傑
、
英
。
特
立
也
。
又
俊
也
。

〈渠
列
〉
反
。

こ
の
、

「唐
韻
日
」

「切
韻
日
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
反
切
は
、
各
々
現
在
伝
存
す
る
切
韻
系
韻
書
、

『
広
韻
』
な
ど
に

一
致
す
る
反
切
を
見

一-12-一



出
す
こ
と
が
で
き
る
と
警

そ
れ
ぞ
れ
が
い
か
な
る
テ
キ
ス
ト
に
拠

っ
た
も
の
か
は
、
な
お
厳
密
に
突
き
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

『
日
本
国

見
在
書
目
録
』
小
学
家
注
２３
に
は
、

…
…
切
韻
五
巻

〔陸
法
言
撰
〕
　

切
韻
五
巻

〔王
仁
畑
撰
〕
　

切
韻
十
巻

〔釈
弘
演
撰
〕
　

切
韻
五
巻

〔麻
果
撰
〕
　

切
韻
五
巻

〔孫
栢
撰
〕

切
韻
五
巻

〔孫
伯
撰
〕

切
譲
五
巻

〔長
孫
納
言
撰
〕

切
韻
五
巻

〔祝
尚
丘
撰
〕

切
韻
五
巻

〔王
在
筑
撰
〕

切
韻
五
巻

〔萎
務
斉
撰
〕

切
韻
五
巻

〔陳
道
固
撰
〕
　

切
韻
五
巻

〔沙
門
清
激
撰
〕

切
韻
五
巻

〔慮
自
始
撰
〕

切
韻
五
巻

〔蒋
筋
撰
〕

切
韻
五
巻

〔郭
知
玄
撰
〕

切
韻
五
巻

〔韓
知
十
撰
〕

（宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
室
生
寺
本

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
名
著
刊
行
会
、　
一
九
九
六
年
、
二
五
頁
）

な
ど
、
多
く
の
切
韻
系
韻
書
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
が
書
き
入
れ
ら
れ
る
際
、
こ
う
し
た
書
物
の
い
ず
れ
か
が
参
照
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、

（
８
）
の

「龍
燭
」
に
つ
い
て
は
、

『
切
韻
』
か
ら
の
引
用
の
前
に
、
ま
ず

「百
詠
」
と
そ
の
注
文
か
ら
の
引
用
が
あ
る
こ
と
に
も
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。
唐

・
李
崎
の

「百
詠
」
と
そ
れ
に
対
す
る
張
庭
芳
の
注
は
、
現
在
日
本
に
数
種
の
伝
本
が
存
す
る
。
い
ま
、
慶
應
義
塾
大
学

図
書
館
蔵
写
本

『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
当
該
箇
所
を
掲
げ
る
。

衛
燭
耀
幽
都
―
―
北
方
有
幽
山
。
日
月
照
光
不
及
、
有
龍
衛
燭
照
、
出
入
乃
為
晦
明
也
。
…

（慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵

『
百
二
十
詠
詩
注
』

「龍
」
　

海
外
珍
蔵
善
本
叢
書

『
日
蔵
古
抄
李
崎
詠
物
詩
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、　
一
九
九
八
年
、
六
八
頁
）

『
因
明
義
断
Ｉ
異
書
に
お
け
る

「百
詠
」
お
よ
び
そ
の
注
文
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
、
夙
に
山
田
孝
雄
氏
、
神
田
喜

一
郎
氏
が
言
及
し
て
い
る
こ

と
は
既
に
触
れ
た
が
、

「百
詠
」
注
か
ら
の
引
用
は
、

『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
な
ど
平
安
末
期
に
成
立
し
た
他
の
注
釈
書
に
も
し
ば
し
ば
見
え
る

注
２４
ｏ
し
た
が

つ
て
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
は
、
同
時
期
に
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
他
の
注
釈
書
類
と
共
通
の
参
考
資
料
に
拠

っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た

も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

『
因
明
義
断
壁
異
書
で
は
、

「百
詠
」
注
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て

『
切
韻
』
を

引
用
し
、
繰
り
返
し
重
ね
て
当
該
字
の
読
み
、
お
よ
び
意
味
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、　
一
つ
の
漢
字
に

つ
い
て
、
複
数
の
書
物
、
辞
書
を
用
い
て
丹
念
に
注
解
を
施
し
て
い
く
姿
勢
は
、
（
１８
】
傑
」
の
場
合
に
も
同
様

果福寺蔵 F因明義断』裏書にみえる古辞書類の引用について
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に
見
え
る
。

（
１８
）
に
は

『
唐
韻
』
を
引
用
す
る
前
に
、

「音
決
」

「要
略
」
と
い
う
二
書
か
ら
の
引
用
が
合
わ
せ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
順
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

Ｄ
　
「音
決
」
の
引
用

図
書
寮
本

『
類
衆
名
義
抄
』
に
し
ば
し
ば

「類
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
も
の
が
、

『
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に

「新
定

一
切
経
類
音
人
巻
　
郭

ぎ

注
２５
と
著
録
さ
れ
る
書
物
の
伏
文
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
の
は
、
吉
田
金
彦
氏
で
あ
る
注
管

ま
た
高
田
時
雄
氏
は
、
郭
を

『
新
定

一
切
経
類
音
』

が
、

「経
音
類
決
」

（
『
義
楚
六
帖
』
）
、

「郭
を
音
訣
」

（
『
通
志
』
芸
文
略

・
釈
家
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
注
誓

図
書
寮
本

『
類
乗
名
義
抄
』
を
は
じ
め
と
す
る
他
書
に
引
用
さ
れ
た

「音
決
」
の
特
徴
は
、
正

・
俗
な
ど
の
字
体
を
細
か
く
弁

別
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

『
因
明
義
断
笠
異
書
に
引
用
さ
れ
た

「音
決
」
も
ま
さ
に
そ
う
し
た
内
容
を
伴

っ
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
こ
の
、

（
‐８
）
傑
―
―
音
決
日
、
　
官
一俗
〕
傑

〔正
〕
皆

〈架
〉
音
。
英
也

〔三
〕
。

と
い
う
引
文
も
、
郭
を

『
新
定

一
切
経
類
音
』
の
伏
文
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の

翌
日
決
」
を
頻
繁
に
引
用
す
る
図
書
寮
本

『
類
衆
名
義
抄
』
が
、
蔵
俊
と
ほ
ぼ
時
代
を
同
じ
く
し
て
、

法
相
宗
系
の
僧
侶
に
よ

つ
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
注
響

し
か
も
ヽ
蔵
俊
自
身
、
自
ら
の
著
作
で
あ
る

『
因
明
大
疏
抄
』

に

「音
決
」
か
ら
の
引
文
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

類
音
決
云
、
筆

〔正
。

〈奴
加
〉
反
。
上
〕
。
補

〔正
。

〈他
朗
〉
反
。
又

〈奴
〉
音
。
又

〈妬
〉
反
。　
己

。
筆

〔正
。

〈奴
〉
音
。　
己

。

（
『
因
明
大
疏
抄
』
第
二
十
七
帖
表
紙
裏
書
　
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
写
本

・
余
大
二
三
九
二
）

類
音
決
七
云
、
芭

〔俗
〕
芭

〔今
皆

〈臣
〉
音
。
―
藤
、
黒
胡
麻
也
。
案
説
文
、
束
葦
焼
也
〕
。

（
『
因
明
大
疏
抄
』
第
二
十
八
帖
表
紙
裏

圭
中
　
同
）

な
お
、
中
国
で
は
当
時
、
こ
の
郭
遊

『
新
定

一
切
経
類
音
』
の
ほ
か
、
行
均

『
龍
籠
手
鑑
』
や
可
洪

『
新
集
蔵
経
音
義
随
函
録
』
な
ど
字
体
を
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細
か
く
弁
別
す
る
内
典
の
音
義
書
が
相
次
い
で
撰
述
さ
れ
、
観
智
院
本

『
類
衆
名
義
抄
』
の
成
立
は
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
注
響

蔵
俊

『
因
明
大
疏
抄
』
に
も
ま
た
、
右
に
あ
げ
た

「音
決
」
か
ら
の
引
用
部
分
以
外
に
、
漢
字
の
字
体

へ
の
細

か
な
言
及
が
見
え
る
部
分
が
あ
る
と
響

つ
ま
り
、
先
に
見
た

「百
詠
」
注
の
利
用
、
ま
た
、
こ
の

翌
日
決
」
か
ら
の
引
用
、
さ
ら
に
は
字
体
の
弁
別

へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、

『
因
明
義

断
』
裏
書
の
注
解
は
、
平
安
末
期
当
時
の
注
釈
方
法
の
典
型
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
点
本
の
伝
写
に
関
わ

っ
た
興
福
寺
僧
蔵
俊

周
辺
の
学
問
を
色
濃
く
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
再
び
追
究
す
る
こ
と
と
し
て
、

次
に
、
（
１８
】
傑
」
の
注
解
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
う

一
つ
の
書
物
、

「要
略
」
に
つ
い
て
先
に
検
討
す
る
。
な
お
、

「要
略
」
の
引
文
も
字
体
に

関
す
る
興
味
深
い
議
論
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

Ｅ
　
「
要
略
」
の
引
用

さ
て
、
（
‐８
】
傑
」
の
字
に
対
し
て
は
、

「音
決
」

「唐
韻
」
と
並
び
、

「要
略
」
な
る
書
物
か
ら
も
引
用
が
見
え
る
。

（
‐８
）
傑
‐
‐
…
要
略
日
、
傑
、

〈奇
哲
〉
反
。
…

ま
た
さ
ら
に

『
因
明
義
断
壁
異
書
に
は
、

（
‐９
）
紛
綸
―
―
要
略
日
、
紛
、

〈字
云
〉
反
。
放
縦
也
。
又
乱
、
又
盛
貌
也
。
又
広
也
。
大
也
。
衆
也
。
喜
也
。
綸
、

〈力
遵
〉
反
。
□

也
。
又
綿
也
。
精
繁
也
。

（
２‐
‐

．
）
鳴
嘩
―
―
上
、

〈違
鬼
〉
反
。
下
、

〈笏
朝
〉
反
。
光
盛
貌
也
。
□
従
火
也
。

要
略
、
日
部
日
、
嘩
、

〈王
笈
〉

〈王
□
〉
反
。
光
也
。
照
也
。
明
也
。
較
也
。
赫
々
貌
也
。
目
部
日
、
嘩
、

〈為
猟
〉
反
。

草
木
花
盛
開
敷
之
貌
。
赤
色
好
美
之
貌
也
。

と
い
う
引
文
も
見
え
る
。
し
か
し
こ
の

「要
略
」
と
い
う
書
物
、
あ
る
い
は
そ
の
侠
文
に
つ
い
て
考
究
、
論
述
し
た
も
の
は
管
見
に
及
ば
な
い
。
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例
え
ば
、
興
福
寺
僧
永
超
集

『
東
域
伝
灯
目
録
』

（寛
治
八
年

（
一
〇
九
四
）
）
に
は
、

「妙
法
蓮
華
経
要
略
記

一
巻
」

「因
明
入
正
理
論
要

略

一
巻
」
な
ど
の
書
名
が
見
え
る
が
注
智
　
『
因
明
義
断
』
裏
書
が
引
く

「要
略
」
は
、
反
切
お
よ
び
訓
詰
を
豊
富
に
載
せ
る
辞
書
の
類
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
と
同

一
の
書
を
指
す
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
宋

・
鄭
株

『
通
志
』
芸
文
略

・
小
学
類
に
は

「唐
韻
要
略

一
巻
　
李

当
撲
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、

『
因
明
義
断
』
裏
書

（
２‐
‐

．
）
の
引
文

（
「
日
部
…
、
目
部
…
」
）
を
見
る
限
り
、

「要
略
」
は
漢
字
を
部

首
別
に
編
纂
し
た
辞
書
で
あ
り
、
通
常
韻
目
別
に
漢
字
を
分
類
す
る
韻
書
の
形
式
を
と
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、

「要
略
」
が

「唐

韻
要
略
」
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
小
学
家
に
著
録
さ
れ
る
、

要
略

一
巻
　
王
勧
撰

（宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
室
生
寺
本

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
（前
掲
）、
二
三
頁
）

で
あ
る
。

『
隋
書
』
王
勧
伝
に
よ
る
と
、
王
勧
に
は
、
隋
書
八
十
巻
、
斉
誌
二
十
巻
、
斉
書
紀
伝

一
百
巻
、
平
賊
記
三
巻
、
読
書
記
三
十
巻
な
ど

の
著
作
が
あ
る
ほ
か
、

『
隋
書
』
経
籍
志

・
経
部
小
学
類
に
は
、

俗
語
難
字

一
巻
　
秘
書
少
監
王
勧
撰

（中
華
書
局
標
点
本

『
隋
書
』
四
、
九
四
三
頁
）

が
著
録
さ
れ
る
。

『
隋
書
』
経
籍
志
に
は

「要
略
」
の
名
は
見
え
ず
、　
一
方

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は

「俗
語
難
字
」
が
著
録
さ
れ
て
い
な

い
。

「要
略
」
と

「俗
語
難
字
」
は
と
も
に
伏
書
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
が
引
用
す
る

「要

略
」
は
、
経
史
に
通
じ
て
隋
の
秘
書
少
監
を
も

つ
と
め
た
王
勧
の
著
作
で
あ
り
、

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
が

「要
略

一
巻
」
と
著
録
し
た
書
物

の
貴
重
な
伏
文
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の

「要
略
」
か
ら
の
引
用
の
う
ち
、

（
１８
）

「傑
、

〈奇
哲
〉
反
」
と
い
う
反
切
は
、

『
家
隷
万
象
名
義
』
や
玄
応

『
一
切
経
音
義
』

所
載
の
反
切
と
も

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
注
誓

次
に
、（‐９

）
紛
綸
―
―
要
略
日
、
紛
、

〈年
云
〉
反
。
放
縦
也
。
又
乱
、
又
盛
貌
也
。
又
広
也
。
大
也
。
衆
也
。
喜
也
。
綸
、

〈力
遵
〉
反
。
□
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也
。
又
綿
也
。
精
禁
也
。

の
う
ち
、

「紛
、

〈年
云
〉
反
」
と
い
う
反
切
は
、
原
本
系

『
玉
篇
』
残
巻
と

一
致
す
る
。

紛
―
―
大
一奪
云
γ
！反
。
…
左
氏
伝
、
獄
之
放
紛
。
杜
預
日
、
縦
放
也
。
紛
、
乱
也
。
紛
、
楚
辞
、
紛
吾
既
有
此
内
美
。
王
逸
国
、
紛
、
盛
貌

也
。
…
野
王
案
、
広
雅
、
紛
々
、
！乱
也
。
方
言
、
紛
無
、
言
既
広
又
大
也
。
…
広
雅
、
紛
々
、
衆
！也
。
…

（原
本
系

『
玉
篇
』
巻
二
十
七

・

糸
部
　
用
高
山
寺
蔵
抄
本
景
印

『
東
方
文
化
叢
書
』
第
六
。
網
が
け
は

『
因
明
義
断
』
裏
書
と

一
致
す
る
部
分
。
）

（
‐９
）

「紛
」
の
場
合
、
反
切
に
続
く
訓
詰
の
部
分
も
原
本
系

『
玉
篇
』
所
載
の
訓
詰
と
概
ね

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

「要
略
」
は
原
本
系

『
玉

篇
』
に
近
い
内
容
を
持

っ
た
辞
書
で
あ

っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
（
１９
ヽ
紛
」
の
反
切
、
訓
詰
に
さ
ら
に
近
い
記
述
を
持

つ
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
、

『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
』
が
引
用
す
る

「書
中
」
の
記
述
で
あ
る
。

紛
綸
―
―
上
、
書
中
、
大
！争
云
】
！展
≡
放
一縦
と
す
又
！乱
也
。
ｉ又
！盛
貌
也
ず
又
広
也
ず
大
！也
ず
衆
也
す
喜
！也
。
切
日
、
紛
絃
、
乱
也
。
又
馬
尾
。

下
、
玉
、

〈力
旬
〉

〈公
頑
〉
二
反
。
周
易
、
弥
綸
天
地
之
道
。
劉
職
曰
、
綸
、
経
理
也
。
毛
詩
箋
云
、
綸
、
釣
徹
也
。
元
宋
忠
日
、

綸
、
絡
也
。

（
『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
』
優
鉢
羅
堂
叢
書
、　
一
九
七
二
年
、　
一
頁
）

網
掛
け
に
し
た
部
分
は
、

『
因
明
義
断
』
裏
書

（
１９
）
の
記
載
に
全
く

一
致
す
る
。

『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
』
と
は
、
空
海
が
大
陸
よ

り
将
来
し
た

『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
』
に
対
し
て
日
本
で
作
成
さ
れ
た

「釈
文
」
で
あ
り
、
現
存
す
る
の
は
平
安
末
期
を
下
ら
な
い
古
写
本
で

あ
る
注
警

上
田
正
氏
は
、

『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
』
が
引
く

「書
中
」
に
つ
い
て
、

『
玉
篇
』
と

一
致
す
る
記
載
、
ま
た

一
致
し
な
い
記

載
も
有
す
る
、
倭
言
を
含
む
平
安
初
期
以
前
成
立
の
書
、
と
し
て
い
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
注
警

そ
し
て
い
ま
、

『
因
明
義
断
些
異
書
は
、

『
大

乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
』
が
引
く

「書
中
」
と
ほ
ぼ
同
文
を

「要
略
日
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、

「書
中
」
あ
る
い
は

『
玉
篇
』
と

「要
略
」
と
の
関
係
を
簡
単
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
右
に
あ
げ
た
よ
う

に
、

『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
』
に
お
い
て
も

『
因
明
義
断
』
裏
書
と
同
様

「紛
綸
」
と
い
う
熟
語
が
掲
出
さ
れ
、

「綸
」
の
字
の
注
釈
と

し
て
は

『
玉
篇
』
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
反
切
、
訓
詰
は

『
因
明
義
断
笠
異
書
の
も
の
と
は

一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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そ
し
て
さ
ら
に
、
（
２‐
‐

１
、
鳴
嘩
」
の
字
旬
に
対
す
る
反
切
、
訓
詰
は
、
他
辞
書
類
と
の
複
雑
な

一
致
、
不

一
致
を
見
せ
る
も
の
で
あ
る
。
裏

書
の
記
載
を
左
に
再
度
掲
げ
る
。

（
２‐
‐

．
）
峰
嘩
―
―
上
、

〈違
鬼
〉
反
。
下
、

〈街
珊
〉
反
。
光
盛
貌
也
。
□
従
火
也
。

要
略
、
日
部
日
、
嘩
、

〈王
笈
〉

〈王
□
〉
反
。
光
也
。
照
也
。
明
也
。
咬
也
。
赫
々
貌
也
。
目
部
日
、
嘩
、

〈為
猟
〉
反
。

草
木
花
盛
開
敷
之
貌
。
赤
色
好
美
之
貌
也
。

光
り
か
が
や
く
さ
ま
を
あ
ら
わ
す

「嘩
嘩
」
と
い
う
語
句
は
、
そ
れ
を
表
記
す
る
字
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
揺
れ
が
見
え
る
も
の
で
、
例
え
ば

『
因

明
義
断
』
裏
書
が

「従
火
也
」
と
記
し
て
い
る
ご
と
く
、
玄
応

『
一
切
経
音
義
』
で
は

「蜂
爆
」
と
い
う
表
記
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
注
菅

し
か
し

『
因
明
義
断
』
裏
書
は

「要
略
」
か
ら

「日
部
」
と

「目
部
」
の
記
載
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
写
本
の

『
因
明
義
断
』
序
文
に
お
け
る

当
該
語
句
が

「韓
嘩
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
関
連
し
て
の
注
解
か
と
考
え
ら
れ
る
注
警

裏
書

（
２‐
‐

２
）
が

「韓
嘩
」
と
い
う
表
記
を
も

つ

て
掲
出
さ
れ
る
こ
と
も
、
序
文
の
表
記
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

「峰
嘩
」
と
い
う
語
句
を
目
部
の

「韓
嘩
」
と
い
う
字
体
で
表
記
す
る
例
は
他
に
見
え
な
い
。
ち
な
み
に
、

『
広
韻
』
に
は

「嘩
―

―
目
動
貌
」

（入
声
葉
韻
嘩
小
韻
）
と
あ
る
。

『
因
明
義
断
』
裏
書
引

「要
略
」
は

「
日
部
」
と

「目
部
」
の
別
を
明
確
に
し
、

「目
部
日
、
嘩
、

〈為
猟
〉
反
。
草
木
花
盛
開
敷
之
貌
。
赤
色
好
美
之
貌
也
」
と
記
す
わ
け
で
あ
る
が
、
他
の
辞
書
類
に
は
こ
れ
と
重
な
る
記
述
が
見
出
せ
ず
、
何

を
典
拠
と
す
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

以
上
、

「要
略
」
な
る
書
物
の
性
格
、
全
貌
を
こ
の
限
ら
れ
た
引
文
の
み
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
と
も
か
く
こ
こ

で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
に
残
さ
れ
た

「要
略
」
の
伏
文
と
し
て
の
資
料
的
価
値
で
あ
る
。
ま
た
、
字
体
の
弁
別
、
整
理

ヘ

の
こ
だ
わ
り
は
、
先
に
見
た

「音
決
」
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、

『
因
明
義
断
』
写
本
が
伝
写
さ
れ
た
時
期
に
お
け
る
辞
書
、
注
釈
の
傾
向
を

示
す

一
例
と
し
て
も
有
効
な
情
報
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
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Ｆ
　
善
珠
撲
述
書
か
ら
の
引
用

さ
て
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
に
引
用
さ
れ
た
反
切
、
訓
詰
の
中
に
は
、

『
玉
篇
』
、
切
韻
系
譲
書
、

「音
決
」

「要
略
」
と
い
っ
た
中
国
撰
述

書
か
ら
の
引
用
の
他
に
、
善
珠
撰
述
書
か
ら
転
引
し
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
存
す
る
。

（
６
）
規
模
―
―
規
、

〈九
随
〉
反
。
顕
国
木
也
。
両
岐
木
也
。
模
、

〈莫
胡
〉
反
。
法
也
。
形
也
。
規
也
。

「模
」
の
反
切
、
訓
詰
は

『
広
韻
』
な
ど
に

一
致
す
る
も
の
が
見
出
せ
る
が
、

「規
」
の
反
切
は
、

『
玉
篇
』
以
下
、
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
辞

書
類
の
も
の
と
は

一
致
せ
ず
、
た
だ
善
珠
撰

『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
所
載
の
反
切
と
の
み

一
致
す
る
。

一規
ギ
一友
！坑
！髄
ｒ
反
。
顕
国
為
規
。
如
前
！岐
！木
。

（
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
巻

一
本
　
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
六
十
八
巻
二
①
二
頁

ａ
～
ｂ
）

訓
詰
の
部
分
に
は
異
同
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
善
珠
の
著
作
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
注
誓

そ
れ
は
、
こ
れ
以
外
の
箇
所
に
お
い
て
も
、

『
因
明
義
断
壁
暴
書
に
は
善
珠
の
著
作
が
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）
四
阜
―
―
明
灯
抄
第
四
云
、
且
四
明
論
。
旧
名
四
皐
陀
論
。
新
名
吠
陀
。　
一
者
阿
由
吠
陀
。
医
方
等
事
。
二
者
夜
珠
吠
陀
。
祭
祀
等

事
。
三
者
沙
磨
吠
陀
。
国
儀
等
事
。
四
者
阿
他
吠
陀
。
謂
呪
術
事

〔云
々
〕
。

（
‐２
）
五
分
者
―
―
明
灯
抄
云
、
言
五
分
者
、
宗

・
因

・
喩

・
合

・
結
也
。

（
２３

）
藻
鏡
―
―
有
云
―
―
者
、
鏡
背
文
采
也

〔云
々
〕
。

（
４
）

（
１２
）
は
そ
れ
ぞ
れ
善
珠
撰

『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、

（
２３
）
は

「有
云
」
と
の
み
あ
り
引
書
名
の
記

載
は
な
い
が
、
こ
れ
も
や
は
り
善
珠
撰
述
の
注
釈
書

『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

藻
鏡
者
、
鏡
背
文
来
也
。
如
藻
文
、
故
曰
藻
鏡
。

（
『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』
　

大
正
新
脩
大
蔵
経
第
六
十
五
巻
三
二
三
頁

ａ
）

『
因
明
義
断
』
紙
背
に
書
き
入
れ
ら
れ
た

『
因
明
義
断
』
序
に
対
す
る
注
解
の
多
く
が
、
中
国
あ
る
い
は
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
古
辞
書

・
韻
書

類
か
ら
の
引
用
に
よ

つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

一
方
、
善
珠
と
い
う

一
人
の
仏
家
の
著
述
が
こ
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ

れ
は
、
こ
の
写
本

『
因
明
義
断
』
、
お
よ
び
紙
背
書
き
入
れ
が
、
日
本
の
因
明
学
の
開
祖
た
る
善
珠
の
学
問
を
継
承
す
る
環
境
の
中
で
生
み
出
さ
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れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
２
異
書
の
よ
う
に
、
中
国
伝
来
の
仏
典
に
対
し
、
善
珠
を
中
心
と
す
る
祖
師
ら

の
著
述
に
拠

っ
て
解
釈
し
、
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
、
中
国
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
外
典
、
辞
書
類
な
ど
の
記
載
も
駆
使
し
て
注
釈
を
施
し
て
い
く

姿
勢
は
、
ま
さ
に
、
蔵
俊
が

『
因
明
大
疏
抄
』
な
ど
で
展
開
し
て
い
る
著
述
方
法
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
注
警

興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
章
異
書
は
、
善
珠
以
来
興
福
寺
に
受
け
継
が
れ
た
因
明
の
学
問
を
平
安
末
期
と
い
う
時
代
に
集
大
成
さ
せ
た
蔵
俊
、

あ
る
い
は
そ
の
周
辺
人
物
に
よ

つ
て
こ
そ
、
書
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
　
わ
　
り
　
に

古
代
日
本
の
仏
家
ら
に
と

つ
て
、
仏
教
を
学
ぶ
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
大
陸
か
ら
齋
さ
れ
た
漢
文
文
献
を
読
み
、
理
解
し
て
い
く
こ
と
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
営
み
の
中
で
、

「訓
点
」
に
よ
る

「訓
読
」
と
い
う
方
法
が
創
出
さ
れ
る

一
方
、
平
安
時
代
末
頃
に
お
い
て
は
な
お
、
中
国
の
辞
書
、

譲
書
類
に
基
づ
く
反
切

・
訓
詰
に
よ
る

「読
み
」
も
が
行
わ
れ
て
い
た
具
体
的
な
足
跡
を
、

『
因
明
義
断
』
裏
書
は
伝
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
そ

の
中
に
原
本
系

『
玉
篇
』
や

『
切
韻
』
、

『
新
定

一
切
経
類
音
』
と
い
っ
た
古
辞
書
類
の
伏
文
が
含
ま
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
従
来
伏
文
の
存
在

す
ら
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た

「要
略
」
な
る
書
物
の
供
文
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
、

『
因
明
義
断
壁
異
書
が
も

つ
重
要
な

資
料
的
価
値
も
明
ら
か
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
今
回
具
体
的
な
考
祭
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
部
分
も
含
め
、
多
く
の
侠
文
と
と
も
に
こ

の
裏
書
が
伝
え
る
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
さ
ら
に
検
討
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

い
ま
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第

一
巻

（法
蔵
館
、　
一
九
八
六
年
、
四
七
頁
）
の
記
載
に
よ
っ
て
書
誌
デ
ー
タ
を
み
て
お
く
。

『
因

明
義
断
』

一
巻

（第
七
函

１０
）
。
鎌
倉
時
代
正
治
二
年
写
、
信
西
筆
、
巻
子
本
、
椿
紙
、

「興
福
寺
印
」
朱
印
、
墨
界
、　
一
行
二
十
字
、
裏
書
ア
リ
、
朱
書
注
記
、
墨

1  ,主
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書
注
記
、
朱
点

（仮
名
、
返
点
、
声
点
、
フ
コ
ト
点

・
喜
多
院
点
、
正
治
二
年
）
、
墨
点

（仮
名
、
鎌
倉
前
期
）
、
外
題
ナ
シ
、
縦
二
九

・
八

ｃｍ
、
全
長
二
四
五
八

・

①

ｃｍ
、
四
三
紙
、
界
高
二
四

・
三

釧
、
界
幅
二

・
三

ｃｍ
。

２
　

「玄
晴
…
費
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
来
…
」

『
続
日
本
紀
』
巻
十
六

・
天
平
十
八
年
六
月
己
亥
条
。
な
お

『
因
明
義
断
』
は
蔵
俊
撰

『
注
進
法
相
宗
章
疏
』
等
に

著
録
が
み
え
る
。

３
　
注
１
前
掲
書
四
人
頁
。

４
　
後
代
に
改
編
さ
れ
る
以
前
の
梁

・
顧
野
王
原
撰

『
玉
篇
』
系
統
の
伝
本
。

５
　
郭
遊

『
新
定

一
切
経
類
音
』
の
供
文
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
章
Ｄ
に
後
述
。

６
　
築
島
裕

「国
語
史
上
に
お
け
る
明
詮
大
僧
都
の
訓
説
」

（
『
南
都
仏
教
』
三
十
五
、　
一
九
七
五
年
十

一
月
）
等
参
照
。

７
　
因
明
学
及
び
因
明
関
係
書
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
良
謙

『
因
明
作
法
変
遷
と
著
述
』

（法
隆
寺
、　
一
九
六
九
年
）
、
武
邑
尚
邦

『
因
明
学
　
起
源
と
変
遷
』

（法

蔵
館
、　
一
九
八
六
年
）
等
を
参
照
。

８
　
注
１
前
掲
書
、
四
人
～
四
九
頁
参
照
。

９
　
注
１
前
掲
書
、
四
七
～
四
人
頁
参
照
。

１０
　
山
田
孝
雄

「李
崎
詩
集
百
二
十
詠
」

（
『
書
苑
』
八
、　
一
九

一
二
年
六
月
）
。
な
お
、
神
田
喜

一
郎
氏
も

「
『
李
崎
百
詠
』
雑
考
」

（
一
九
四
九
年
初
出
、

『
神
田

喜

一
郎
全
集
』
第
二
巻
、
同
朋
舎
出
版
、　
一
九
八
三
年
所
収
）
に
お
い
て
山
田
孝
雄
氏
の
指
摘
に
触
れ
て
い
る
。

Ｈ
　
築
島
裕

「平
安
初
期
の
言
語
生
活
」

（
『
国
語
と
国
文
学
』
四
十
五
十
二
、　
一
九
六
八
年
二
月
）
。
な
お
、
興
福
寺
蔵
写
本

『
因
明
義
断
』
本
文
に
付
さ
れ
た
訓
点

に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
氏
の
論
考
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
六
七
年
、

一
二
六
頁
、　
一
四
〇
頁
、　
〓
ニ
ハ
一
頁
）
。

‐２
　

『
大
般
涅
槃
経
』
巻
十

「端
直
不
曲
、
名
娑
婆
耶
。
喩
如
縄
墨
、
直
入
西
海
」
か
ら
の
引
用

（大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
二
巻
四
二
六
頁

ａ
）
。

‐３
　

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
雑
家
に
は

「兼
名
苑
十
五

〔今
案
対
巻
〕
」
、

『
旧
唐
書
』
経
籍
志

・
丙
部
子
録
名
家
類
に
は

「兼
名
苑
十
巻
　
釈
遠
年
撰
」
、

『
新
唐
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書
』
芸
文
志

・
丙
部
子
録
名
家
類
に
は

「僧
遠
年
兼
名
苑
二
十
巻
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
和
名
類
衆
抄
』
に
お
け
る

『
兼
名
苑
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、

林
忠
鵬

『
和
名
類
衆
抄
の
文
献
学
的
研
究
』
第
六
章
第
二
節

「
『
和
名
抄
』
所
引

『
兼
名
苑
』
に
つ
い
て
」

（勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
等
を
参
照
。

‐４
　
蔵
中
進

「
『
和
名
類
衆
抄
』
所
引

『
楊
氏
漢
語
抄
』
考
」

（
『
東
洋
研
究
』

一
四
五
、
二
①
①
二
年
十

一
月
）
等
参
照
。

‐５
　

『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』

『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
等
。
拙
論

「善
珠
撰

『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』
に
現
れ
た
外
典
の
特
色
―

「白
虹
飛
頑
」
の
注
釈
を
め
ぐ

っ
て
―
」

（田
中
隆
昭
編

『
日
本
古
代
文
学
と
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
、
二
①
①
四
年
）
等
参
照
。

路
　
小
島
憲
之

『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』

（塙
書
房
、　
一
九
六
八
～
二
①
Ｏ
二
年
）
、
及
び
井
野
口
孝

「智
光

『
浄
名
玄
論
略
述
』
に
引
く

『
玉
篇
』
の
供
文
に
つ
い

て
」

（
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
二
十
人
、　
一
九
九
八
年
三
月
）
等
参
熙
。
ま
た
善
珠
撰
述
書
に
お
け
る
原
本
系

『
玉
篇
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
白
藤
薩
幸

「上
代
文

献
に
見
え
る
字
音
注
に
つ
い
て
」

（
『
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
文
学
科
論
集
』
二
、
三
、　
一
九
六
八
年
十
二
月
、　
一
九
六
九
年
十
二
月
）
、
井
野
口
孝

「善
珠

『
因

明
論
硫
明
灯
抄
』
所
引

『
玉
篇
』
供
文
孜
」

（国
語
文
字
史
研
究
会
編

『
国
語
文
字
史
の
研
究
　
八
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
、
及
び
拙
論

「
「鷲
感
」
の
注
解

を
め
ぐ

っ
て
―
善
珠
撰

『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』
の
注
釈
文
改
変
に
関
す
る

一
考
祭
―
」

（
『
国
文
学
研
究
』

一
四
五
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
等
参
照
。

‐７
　
高
山
寺
古
辞
書
資
料
第

一
『
象
隷
万
象
名
義
』

（東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
七
七
年
）
参
照
。

‐８
　
例
え
ば

『
広
韻
』
に
は

「
〈居
お
〉
切

（上
声
旨
韻
軌
小
韻
）
」

（沢
存
堂
本
）
、
玄
応

『
一
切
経
音
義
』

古
辞
書
音
義
集
成

『
一
切
経
音
義
』
汲
古
書
院
、　
一
九
八
〇
年
）
と
あ
る
。
切
韻
系
韻
書
に
つ
い
て
は
上
田
正

『
切
韻
諸
本
反
切
総
覧
』

（均
社
、

同

『
切
韻
逸
文
の
研
究
』

（汲
古
書
院
、

一
九
八
四
年
）
等
参
照
。

‐９
　
原
本
系

『
玉
篇
』
巻
十
八

・
車
部
に
は

「轍
―
―

〈除
列
〉
反
。
左
氏
伝
、
視
其
轍
乱
。
杜
預
回
、
車
述
也
」
と
あ
る
。
な
お

「轍
」
は
山
摂
二
等
開
口
入
声
辞
韻

澄
母
。

「除
」
は
遇
摂
二
等
合

口
平
声
魚
韻
澄
母
。
こ
れ
に
対
し
て

「條
」
は
教
摂
四
等
開
回
平
声
斎
韻
定
母
。
　

李
珍
華

・
周
長
精
編

『
漢
宇
古
今
音
表
』
修
訂
本

（中
華
書
局
、　
一
九
九
九
年
）
参
照
。

２０
　
貞
苅
伊
徳

『
新
撰
字
鏡

の
研
究
』

（汲
古
書
院
、　
一
九
九
八
年
）
参
照
。

２‐
　

『
新
撰
宇
鏡
』
に
拠

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

巻
二
十
に
は

「軌
地

〈居
美
〉

反
」

（大
治
本

一
九
七
五
年
）
、
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２２

　

「沿
―
―
和
也
。
…

〈侯
爽
〉
切
」

（
『
広
韻
』
入
声
沿
韻
沿
小
韻
）
。

「燭

列
〉
反
」

（唐
写
本
唐
韻
残
巻
）
。
上
田
正
注

１８
前
掲
書
参
照
。

〈之
欲
〉
切
」

（
『
広
韻
』
入
声
燭
韻
燭
小
韻
）
。

「傑
―
―
英
傑
、

〈渠

２３
　

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
つ
い
て
は
、
小
長
谷
恵
吉

『
日
本
国
見
在
書
目
録
解
説
稿
』

（小
宮
山
出
版
、　
一
九
五
六
年
）
等
参
照
。

２４
　
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵

「
百
二
十
詠
詩
注
」
に
つ
い
て
は
、

『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
和
漢
書
善
本
解
題
』

（阿
部
隆

一
著
、　
一
九
五
八
年
）
を
参
照
。
ま
た

『
和

漢
朗
詠
集
私
注
』
引

「
百
詠
」
に
つ
い
て
は
、
栃
尾
武
編

『
国
会
図
書
館
蔵
和
漢
朗
詠
集
　
内
閣
文
庫
蔵
和
漢
朗
詠
集
私
注
　
漢
字
総
索
引
』

（新
典
社
、　
一
九
八
五

年
）
等
を
参
照
。

２５
　
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
五
十
五
巻

十
一
〇
五
頁

ａ
。

２６
　
吉
田
金
彦

「図
書
寮
本
類
飛
名
義
抄
出
典
孜
」
中

（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
三
、　
一
九
五
四
年
十
二
月
）
。

２７
　
高
田
時
雄

「可
洪
随
函
録
と
行
婚
随
函
音
疏
」

（
『
中
国
語
史
の
資
料
と
方
法
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、　
一
九
九
四
年
）
。
な
お

「類
音
決
」
に
つ
い
て
は
、

池
田
証
寿

「図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
と
類
音
決
」

（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
九
十
六
、　
一
九
九
五
年
九
月
）
等
も
参
熙
。

２８
　
例
え
ば
図
書
寮
本

『
類
乗
名
義
抄
』
に
は
い
ち
早
い
和
訓
の
例
と
し
て
善
珠
の
注
釈
書
か
ら
の
引
用
も
見
え
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『
図
書
寮
本
　
類
衆
名
義
抄
』

解
説

（勉
誠
社
、

一
九
六
九
年
）
参
照
。

２９
　

『
杉
本

つ
と
む
著
作
選
集
五
　
日
本
文
字
史
の
研
究
』
第
六
章

（人
坂
書
房
、　
一
九
九
八
年
）
等
参
照
。

３０
　
拙
論

「平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承
」

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
十

一
、
二
〇
〇
六
年
二
月
刊
行
予
定
）
参
照
。

３‐
　
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
五
十
五
巻

一
一
四
九
頁
ｂ
、　
一
王
ハ
①
頁

ａ
。
ち
な
み
に
天
平
二
十
年
六
月
十
日

「写
章
疏
目
録
」
に
は

「要
略

　
一
巻
」

（大
日
本
古
文
書

三
、
人
工
頁
）
、
天
平
勝
宝
四
年
十
月
二
十
二
日

「奉
請
経
論
疏
目
録
」
に
は

「要
略

一
巻
　
一死
暁
師
述
」

（大
日
本
古
文
書
十
二
、
三
八
①
頁
）
と
の
書
写
記
録
が

あ
る
。

３２
　

『
葬
隷
万
象
名
義
』
第

一
帖
に

「傑
―
―

〈奇
哲
〉
反
。
特
立
也
。
才
能
也
。
英
也
。
俊
也
」
と
あ
り
、
玄
応

『
一
切
経
音
義
』
巻
五
に

「雄
傑
―
―

〈奇
哲
〉
反
。

詩
云
、
邦
之
傑
子
。
伝
国
、
傑
、
特
立
也
。
英
傑
也
。
才
能
也
。
智
出
千
人
国
傑
」
と
あ
る
。
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３３
　
優
鉢
羅
堂
叢
書

『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
』
神
田
喜

一
郎
序
参
照
。

３４
　
優
鉢
羅
堂
叢
書

『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
』
上
田
正
解
説
参
照
。

３５
　
例
え
ば
玄
応

『
一
切
経
音
義
』
巻
二
に

「岸
爆
―
―

〈子
区
〉

・

〈為
猟
〉
反
。
方
言
、
煉
爆
、
盛
貌
也
…
」
と
あ
る
。
ま
た
慧
琳

『
一
切
経
音
義
』
巻
五
十
四
に

は

「峰
嘩
―
―
上
、

〈皐
鬼
〉
反
。
説
文
、
盛
明
也
。
正
従
火
、
作
帰
。
下
、

〈炎
劫
〉
反
。
説
文
云
、
嘩
、
光
明
貌
也
。
或
作
畢
。
亦
従
火
、
作
嘩
」

（大
正
新
脩

大
蔵
経
五
十
四
巻
六
六
六
頁
ｂ
）
と
、
や
は
り
火
部
の
字
と
通
用
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

３６
　

『
因
明
義
断
』
序
文
に
お
け
る

「韓
嘩
」
の
語
句
に
は

「李
善
文
選
注
云
、
嘩
嘩
、
照
明
貌
也
」
と
い
う
傍
記
が
見
え
る
。
し
か
し
例
え
ば

『
文
選
』

「張
景
陽
七

命
八
首
」
の

「観
聴
之
所
帰
嘩
也
」
の
語
句
に
対
す
る
李
善
注
に
は

「…
郭
瑛
回
、
時
嘩
、
盛
貌
也
」

（宋

，
淳
熙
八
年
尤
表
刻
本
）
等
と
あ
り
、

『
因
明
義
断
』
序

文
の
傍
記
と
全
く

一
致
す
る
李
善
注
は
現
行
テ
キ
ス
ト
に
は
見
ら
れ
な
い
。
詳
し
く
は
後
考
を
侯

つ
。

３７
　
善
珠
が
注
釈
書
に
加
え
る
反
切
の
多
く
は
原
本
系

『
玉
篇
』
や
玄
応

『
一
切
経
音
義
』
な
ど
か
ら
の
転
引
で
あ
る
が
、

「規
、

〈九
随
〉
反
」
と
い
う
反
切
が
何
に

基
づ
く
も
の
か
は
未
詳
。

３８
　
注

３０
前
掲
拙
論
参
照
。

附
記写

本

『
因
明
義
断
』
の
閲
覧
、
利
用
に
あ
た

っ
て
は
法
相
宗
大
本
山
興
福
寺
よ
り
便
宜
を
賜

っ
た
。
な
お

『
因
明
義
断
』
の
写
真
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
写
本

『
因
明
大
疏
抄
』
の
利
用
に
は
大
谷
大
学
図
書
館
よ
り
便
宜
を
賜

つ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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